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附属幼稚園 

 

 

 滋賀大学教育学部附属幼稚園では、市立幼稚園の規模縮小による OJT の課題や、保育園・こども園にお

ける研修時間確保の課題に対して、県内外の就学前施設及び小中学校教職員を対象に校種を超えて学び

あえる機会として「教師力・保育力UPセミナー」を企画し、令和６年度中に２回開講した。 

 

「運動遊びってなんだ」  参加者３７名（幼・こ・小教員） 

就学前施設での体を動かす遊び、小学校低学年体育科での運動遊び。しかし、遊びだけでは育てたい力

を付けていくことが難しいのではないだろうか。「運動遊び」を理論、実践として深めることをテーマとした。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

「運動遊び」はあくまでも「遊び」である。しかし「楽しさ」よりも「できる、できない」の成績志向での評価

になってしまいがちである。遊びとしての多様なとりくみ、多様な評価をすることによって、子供たちの楽しい運

動遊びは、質・量とも高まっていくのではないだろうか。「教科」と「遊び」を考える中で、子供たちが主体とな

って自信をより高めようとする姿を求めていくことを大切にしたい。附属幼稚園での実践報告、参加者同士の

意見交流、ゲストの大津市小体連顧問内藤先生からの講話など、「運動遊び」について深く学びあうことが

でき、各所属での実践につながることの期待につながるセミナーであった。 

               

    

              

         

             

    

      

           

           

          

                       

                   

                

                    

                       

                                  
             

教師力・保育力UPセミナー （報告） 



「やってみたい！」からはじまる生活科  参加者３５名（幼・こ・小・中教員、一般） 

就学前の幼児教育と小学校教育の接続教科ともいえる「生活科」。小学校学習指導要領「生活科」を読

むと、生活科の目標や育成を目指す資質・能力や学び方については幼稚園教育要領等と同様であることが

わかる。生活科について深く読み込むことによって、幼児教育と小学校教育における、「自然、社会、周りの

人々との関わり」の中での気づきや、その深まり、そして子供たち自身がより豊かな生活を目指す遊びと教科

のありかたが見えてくるのではないだろうか。 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

附属小学校２年生の生活科の実践、附属中学校BIWAKO TIME 参観では、幼稚園からの学びを基礎

としながら、その気づきを自らの学びとして深めていく児童、生徒の様子が報告された。また、教師自身がわく

わくしながら、児童、生徒と共に授業を創り出していく様子に、参加者からも多くの意見があった。 

幼児期教育センター指導主事、大津市教育センター主査、幼小教員によるシンポジウムでは、生活科にお

ける見方、捉え方、学び方や、幼児教育と小学校教育の「違いと同じ」についてなどが話題となり、フロアから

も今後に向けての取り組みなどについて多くの意見が出された。これからの幼児教育と学校教育の接続と

連携について、グループ間で様々に意見を交わし合い学びにつなげることができた。大阪総合保育大学教

授 瀧川光治先生に総括として１０の姿や、資質・能力を共通言語として幼児教育と教科教育をつないでい

くことを今後の取組として提案いただいた。 

 

 

 県内外の幼児期教育ネットワークのハブとして、今日の教育課題について実践を通して探究する機会をつ

くり、参加者の意識変革による教職員としての資質向上、実践の深まりにもつながった。このような取組は、 

滋賀大学教育学部附属園としての使命を具現化したものであり、広く発信していきたい。 

教育界に求められる滋賀大学教育学部附属幼稚園として 


